
江戸川区立南小岩小学校
令和５年度版『ひろがる言葉 小学国語　三下』年間指導計画・評価計画（案）
単元・教材のねらいと，「学習指導要領」に示された「指導事項」「言語活動例」から，あてはまるものを表示。重点指導事項には，◎を付した。

△知識・技能　　思考・判断・表現（◇話すこと・聞くこと　　■書くこと　　□読むこと）　　☆他教科との関連

月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

10 － 三年生で学ぶこと

10
～
11

16
(話す聞く
9，書く2）

一　絵文字の特長をとらえよ
う

◇身のまわりのさまざまな絵文字がどんなことを
表しているかなどについて話し合い，絵文字に対
する興味や関心を高める。

10 2
（話す聞く

2）

1 ○単元名とリード文を読み，絵文字について考える
という学習の見通しをもつ。

決めよう・集めよう（重点）
１．身のまわりにある絵文字を発表する。

２．教科書に示されたそれぞれの絵文字が，何（ど
んな競技）やどんな意味を表しているのかを考え
る。

2 ３．身のまわりにある絵文字について，見つけた
り，思い出したりして，その意味や形の工夫につい
て友達と話し合う。

○学習を振り返る。

7
（書く2）

くらしと絵文字 3 ○単元名とリード文を読み，段落のつながりに気を
つけて教材文を読んで絵文字を説明する文章を書く
という学習の見通しをもつ。

確かめよう
１．書かれていることの大体を確かめる。
(1) 筆者は,絵文字とはどのようなものだと言って

いるのか，本文から確かめる。
(2) 「くらしと絵文字」を三つの大きなまとまりに

分けて捉える。

4～6 考えよう
２．くらしと絵文字との関わりについて，段落のつ
ながりに気をつけて要点をまとめる。
 (1) 絵文字の三つの特長をまとめる。
(2) これからのくらしの中での絵文字の役割をまと

める。
(3) (2)をもとに，絵文字の役割が便利になる場面

のことを具体的に想像する。

7・8 深めよう
３．身のまわりで見つけた絵文字を説明する文章を
書く。
(1) その絵文字を見つけた場所や，意味を書く。

p.15に例示された絵文字が，文章に書かれた三つの
特長のどれにあてはまるか考える。
(2) 「始め・中・終わり」の三つの段落構成で，身

のまわりにある絵文字や本から見つけた絵文字を説
明する文章を書く。
 (3) 考えたことや感想を書き，文全体を読み直す。

9 広げよう
４．身のまわりにある絵文字を説明する。
 (1) 書いた文章を友達と読み合う。
 (2) 感想を話し合う。
 (3) 学習全体を振り返る。

世界の人につたわるように ◇身のまわりの絵（絵文字）を友達と紹介し合
う。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話す
こと。　⇒知技(1)イ
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝
え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判
表Ａ(1)ア
◇目的や進め方を確認し，司会などの役割を果た
しながら話し合い，互いの意見の共通点や相違点
に着目して，考えをまとめること。　⇒思判表Ａ
(1)オ

◇互いの考えを伝えるなどして，グループや学級
全体で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)ウ

◎【知技】言葉には，考えたこ
とや思ったことを表す働きがあ
ることに気付いている。（〔知
識及び技能〕(1)ア）

◎【思判表】「話すこと・聞く
こと」において，目的を意識し
て，日常生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較したり分
類したりして，伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。
（〔思考力，判断力，表現力
等〕Ａア）

【態度】進んで集めた材料を比
較したり分類したりして，学習
の見通しをもって，グループで
話し合おうとしている。

□段落のつながりに気をつけて文章を読み，絵文
字を説明する文章を書く。

△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，
指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割
について理解すること。　⇒◎知技(1)カ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心な
ど情報と情報との関係について理解すること。
⇒◎知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知
技(3)オ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び，集めた材料を比
較したり分類したりして，伝えたいことを明確に
すること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のま
とまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注
意したりして，文章の構成を考えること。　⇒思
判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
思判表Ｂ(1)ウ
□段落相互の関係に着目しながら，考えと理由，
事例の関係などを叙述を基に捉えること。　⇒思
判表Ｃ(1)ア
□目的を意識して，中心となる語や文を見つけて
内容を要約すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)ウ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感
想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共
有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに
気付くこと。　⇒思判表Ｃ(1)カ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそ
れを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ
(2)ア
□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引
用して，分かったことや考えたことを説明した
り，意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)
ア
□学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから
情報を得て，分かったことなどをまとめて説明す
る活動。　⇒思判表Ｃ(2)ウ

◎【知技】主語と述語との関
係，修飾と被修飾との関係，指
示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解し
ている。（〔知識及び技能〕
(1)カ）

◎【知技】考えとそれを支える
理由や事例，全体と中心など情
報と情報との関係について理解
している。（〔知識及び技能〕
(2)ア）

【思判表】「書くこと」におい
て，書く内容の中心を明確に
し，内容のまとまりで段落をつ
くったり，段落相互の関係に注
意したりして，文章の構成を考
えている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂイ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，目的を意識して，中心と
なる語や文を見付けて要約して
いる。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｃウ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこ
とに基づいて，感想や考えを
もっている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｃオ）

【態度】積極的に，文章を読ん
で理解したことに基づいて感想
や考えをもち，学習の見通しを
もって，身のまわりの絵文字に
ついて説明する文章を書こうと
している。
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月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

10
～
11

10 ○単元名とリード文を読み，保健室についての話し
合いの例をもとに学習の見通しをもつ。
(1) これまで行ってきた話し合いの際の進め方や役

割分担を想起する。
(2) ｢学習の進め方｣と照応させながら，保健室の例

をもとに学習の全体の流れをつかむ。

11 決めよう・集めよう
１．絵文字にする場所を決める。

12 組み立てよう
２．役割を決めて，話し合いの進め方を確かめる。
(1) 「１」の流れを確かめ，話し合いの内容，記録

係のノート例をあわせて読み，春田さんのグループ
のメンバーの役割や立場を理解する。

13・14 話そう・聞こう（重点）
３．グループで話し合う。
(1) グループの友達と役割を交替して話し合いを繰

り返し，それぞれの役割や立場で話し合いを進める
ポイントを確かめる。
(2) どのようにすれば上手なグループの話し合いに

なるのか確かめ，役割をはっきりさせて話し合う。

15・16 伝え合おう
４．話し合いの感想を伝え合う。
(1) グループごとに話し合いで決まったことを全体

の場で報告し合い，それぞれの役割がきちんと果た
せたかを振り返る。

○自分の役割や友達の役割について振り返り，これ
からに生かせることを書き留める。

11 4
（話す聞く

2）

気持ちをつたえる話し方・聞
き方

○気持ちを伝えるための話し方・聞き方について学
習することを理解して，学習の見通しをもつ。

１．「言葉」と「話し方・聞き方」について学ぶと
いう学習内容を理解する。

２．いろいろな気持ちをこめて「ケロケロ」と言い
合い，言葉にこめられた意味（気持ち）を考える。

３．自分が考えたほかの気持ちを友達に「ケロケ
ロ」で表し，何を伝えようとしているのか「あてっ
こゲーム」をし，伝えたいことをどう表現すればい
いのか，何を工夫すれば伝わるのかについて話し合
う。

４．気持ちの伝え方（伝わり方）を確かめ，どのよ
うにすれば相手の気持ちを傷つけずに自分の意思を
伝えられるのかを知る。

５．
(1) 聞くほうは何に注意して聞けばいいのか考え

る。
(2) 聞き方を変えることで，相手の話しやすさがど

う変わるかについて考える。

６．気持ちの伝え方や聞き方，言葉以外の表情・態
度などについて考える。

７．言葉にこめられる気持ちについて考える。

○学習を振り返る。

△言葉にはいろいろな意味がこめられることを知
り，気持ちが伝わる話し方・聞き方について考え
る。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話す
こと。　⇒知技(1)イ
◇相手に伝わるように，理由や事例などを挙げな
がら，話の中心が明確になるよう話の構成を考え
ること。　⇒◎思判表Ａ(1)イ
◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉
の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。
　⇒思判表Ａ(1)ウ

◇互いの考えを伝えるなどして，グループや学級
全体で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)ウ

1・2 ◎【知技】言葉には，考えたこ
とや思ったことを表す働きがあ
ることに気付いている。（〔知
識及び技能〕(1)ア）

【思判表】「話すこと・聞くこ
と」において，相手に伝わるよ
うに，理由や事例などを挙げな
がら，話の中心が明確になるよ
うに話の構成を考えている。
（〔思考力，判断力，表現力
等〕Ａイ）

【態度】進んで，言葉には考え
たことや思ったことを表す働き
があることに気付こうとし，見
通しをもって，気持ちを伝える
ための話し方・聞き方について
考えようとしている。

3

4

7
（話す聞く

7）

絵文字で表そう ◇司会や記録などの役割を決めて，保健室を表す
絵文字についてグループですすんで話し合う。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話す
こと。　⇒知技(1)イ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違
いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め
方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使
い方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝
え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表
Ａ(1)ア
◇相手を意識して，話の中心が明確になるように
理由や事例などを挙げながら，話の構成を考える
こと。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇話の中心が伝わるように，場面を意識して言葉
の抑揚や強弱，間の取り方などを工夫すること。
⇒思判表Ａ(1)ウ
◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞
き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいこと
の中心を捉え，自分の考えを持つこと。　⇒思判
表Ａ(1)エ
◇目的や進め方を確認し，司会などの役割を果た
しながら話し合い，互いの意見の共通点や相違点
に着目して，考えをまとめること。　⇒◎思判表
Ａ(1)オ

◇互いの考えを伝えるなどして，グループや学級
全体で話し合う活動。　⇒思判表Ａ(2)ウ

◎【知技】比較や分類の仕方，
必要な語句などの書き留め方，
引用の仕方や出典の示し方，辞
書や事典の使い方を理解し使っ
ている。（〔知識及び技能〕
(2)イ）

◎【思判表】「話すこと・聞く
こと」において，目的や進め方
を確認し，司会などの役割を果
たしながら話し合い，互いの意
見の共通点や相違点に着目し
て，考えをまとめている。
（〔思考力，判断力，表現力
等〕Ａオ）

【態度】積極的に目的や進め方
を確認し，司会などの役割を果
たし，学習の見通しをもってグ
ループで話し合おうとしてい
る。

2



月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

11 2 漢字の広場　④
へんとつくり

1 ○学習内容を理解し，学習の見通しをもつ。

１．カードに示されている漢字を組み合わせてでき
る漢字を考える。

２．p.31を概観し，左右の組み合わせからなる漢字
の左側の部分を「へん」，右側の部分を「つくり」
と呼ぶことを知る。

３．p.30の下段の設問に取り組み,気づいたことを話
し合う。

４．「きへん」「にんべん」「てへん」の名称を知
り，字例，語例などをもとに，それらの意味を考
え，話し合う。

５．「おおがい」「ちから」の名称と字例や語例を
理解する。

６．これまでに学習した漢字の中から，同じ「へ
ん」や「つくり」がある字を探し，発表し合う。

2
（書く2）

漢字の広場　④
二年生で学んだ漢字　④

７．教科書の絵を見て，描かれている様子について
説明する。

８．「わたしは，絵をかいたり，はさみで紙を切っ
たりすることがすきです。」を参考にして絵の中の
言葉を使って，絵に描かれている様子を文に書く。

９．絵の中の言葉や漢字を使って，自分の教室の様
子を，主語をはっきりさせて文に書く。

10．書いた文を見直し，適切な表現に替えたり，ま
ちがいを正したりして発表し合う。

○学習を振り返る。

△へん，つくりなどの漢字の構成についての知識
を得て，漢字を正しく読んだり書いたりする。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き，文や文章の中で使
うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸
次書き，文や文章の中で使うこと。 ⇒知技(1)
エ
△漢字が，へんやつくりなどから構成されている
ことについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

◎【知技】漢字が，へんやつく
りなどから構成されていること
について理解している。（〔知
識及び技能〕(3)ウ）

【態度】進んで，漢字がへんや
つくりなどから構成されている
ことについて理解し，学習の見
通しをもって，漢字を正しく読
んだり書いたりしようとしてい
る。

2

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き，文や文章の中で使
うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸
次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技
(1)エ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違
いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び，集めた材料を比
較したり分類したりして，伝えたいことを明確に
すること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像した
ことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

3・4 ◎【知技】前学年や当該学年で
配当されている漢字を文や文章
の中で使っている。（〔知識及
び技能〕(1)エ）

【思判表】「書くこと」におい
て，相手や目的を意識して，経
験したことや想像したことなど
から書くことを選び，集めた材
料を比較したり分類したりし
て，伝えたいことを明確にして
いる。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

【態度】積極的に前学年や当該
学年で配当されている漢字を使
い，学習課題に沿って，教科書
の絵の中の言葉を使って文を書
こうとしている。

3



月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

11 8
（書く2）

二　登場人物の気持ちをそう
ぞうしながら読もう

□会話や行動に注意して，豆太やじさまの気持ち
の変化を想像し，物語のおもしろいところを紹介
する。

モチモチの木 1 ○単元とびらを読んで，学習の見通しをもつ。

確かめよう
１．初発の感想を書く。
(1) 主な登場人物を確かめ，その中の中心人物は誰

かを考えてノートなどにメモする。
(2) 豆太を臆病だと言っているのは誰かを考える。

また，じさまは豆太をどのような子だと思っている
か想像して，仲間と話し合う。

2～4 考えよう
２．会話や行動をとおして，豆太の気持ちの移り変
わりを考える。
(1) それぞれの場面ごとに，豆太の会話や行動を書

き抜き，その時の豆太について思ったことを表のよ
うにノートにまとめ，発表し合う。

5・6 深めよう
３．中心人物である豆太は変わったのかどうかを改
めて考えて話し合う。

7・8 広げよう
４．この物語のおもしろいところをノートに書いて
紹介し合う。

○学習を振り返る。

12 6
（書く3）

「おすすめ図書カード」を作
ろう

1・2 〇自分の紹介したい本で「おすすめ図書カード」を
書くという学習内容をつかみ，学習の見通しをも
つ。

１．紹介したい物語を探して，読む。
(1) 「おすすめ図書カード」に書く事柄を確かめ

る。
 (2) 本を読む。

3～5 ２．本を選び，「おすすめ図書カード」を書く。

6 ３．友達の書いた「おすすめ図書カード」を見て，
読みたい本を本を読み，ひと言感想を書き合う。

△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増
し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質
や役割による語句のまとまりがあることを理解
し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心な
ど情報と情報との関係について理解すること。
⇒知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒◎
知技(3)オ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び，集めた材料を比
較したり分類したりして，伝えたいことを明確に
すること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のま
とまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注
意したりして，文章の構成を考えること。　⇒思
判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
思判表Ｂ(1)ウ
□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの
変化などについて，叙述を基に捉えること。　⇒
思判表Ｃ(1)イ
□場面の移り変わりと結びつけて，登場人物の性
格や気持ちの変化，情景について具体的に思い描
くこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)エ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感
想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ

□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考え
たことなどを伝え合ったりする活動。　⇒思判表
Ｃ(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，自分と登場人物
を比べて考え，勇気についての見方を深める。

◎【知技】様子や行動，気持ち
や性格を表す語句の量を増し，
言葉には性質や役割による語句
のまとまりがあることを理解
し，語彙を豊かにしている。
（〔知識及び技能〕(1)オ）

◎【知技】幅広く読書に親し
み，読書が，必要な知識や情報
を得ることに役立つことに気付
いている。（〔知識及び技能〕
(3)オ）

【思判表】「書くこと」におい
て，相手や目的を意識して，経
験したことや想像したことなど
から書くことを選び，集めた材
料を比較したり分類したりし
て，伝えたいことを明確にして
いる。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，登場人物の気持ちの変化
や性格，情景について，場面の
移り変わりと結び付けて具体的
に想像している。（〔思考力，
判断力，表現力等〕Ｃエ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこ
とに基づいて，感想や考えを
もっている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｃオ）

【態度】積極的に，文章を読ん
で理解したことに基づいて感想
や考えをもち，学習の見通しを
もって物語のおもしろいところ
を紹介しようとしている。

△自ら作品を選び，自分で課題を決めて読書をす
る。
△「おすすめ図書カード」を作り，本を紹介し合
い，さまざまな本を読む。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話す
こと。　⇒◎知技(1)イ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心な
ど情報と情報との関係について理解すること。
⇒知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒◎
知技(3)オ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び，集めた材料を比
較したり分類したりして，伝えたいことを明確に
すること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
思判表Ｂ(1)ウ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感
想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共
有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに
気付くこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそ
れを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ
(2)ア
□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引
用して，分かったことや考えたことを説明した
り，意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)
ア
□学校図書館などを利用し，事典や図鑑などから
情報を得て，分かったことなどをまとめて説明す
る活動。　⇒思判表Ｃ(2)ウ

☆図書館指導：紹介カードや感想交流コーナーを
活用して，読書の幅を広げ合う。

◎【知技】相手を見て話したり
聞いたりしているとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方な
どに注意して話している。
（〔知識及び技能〕(1)イ）

◎【知技】幅広く読書に親し
み，読書が，必要な知識や情報
を得ることに役立つことに気付
いている。（〔知識及び技能〕
(3)オ）

【思判表】「書くこと」におい
て，相手や目的を意識して，経
験したことや想像したことなど
から書くことを選び，集めた材
料を比較したり分類したりし
て，伝えたいことを明確にして
いる。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこ
とに基づいて，感想や考えを
もっている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｃオ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し，一人一
人の感じ方などに違いがあるこ
とに気付いている。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

【態度】積極的に文章を読んで
感じたことや考えたことを共有
し，学習の見通しをもって，
「おすすめ図書カード」で本を
紹介し合おうとしている。

4



月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

12 1 こそあど言葉 △指示語のはたらきを理解し，適切に使う。

△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，
指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割
について理解すること。　⇒◎知技(1)カ

1 ○冒頭の会話文を通して，こそあど言葉について知
る。

１．教科書を読んで，こそあど言葉のはたらきや形
について知る。

２．絵を見て空所に入るこそあど言葉を考える。

３．教科書を読んで，こそあど言葉が話や文章の言
葉や事柄を指すことを理解する。

○学習を振り返る。

◎【知技】主語と述語との関
係，修飾と被修飾との関係，指
示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解し
ている。（〔知識及び技能〕
(1)カ）

【態度】進んで指示する語句の
役割を理解し，学習課題に沿っ
て，指示する語句を適切に使お
うとしている。

12 5
（書く5）

はっとしたことを詩に書こう 1 ○教材名と二編の詩を読んで，学習のめあてを捉
え，見通しをもつ。

決めよう・集めよう
１．4月から書きためている「発見ノート」やこれま
でに書いた日記などをもとに，心が動いた瞬間につ
いて振り返る。

2・3 組み立てよう
２．二編の詩を読んで，書き表し方の工夫や表現の
優れているところを見つけ，詩の書き表し方につい
て理解を深める。

4・5 書こう・読み返そう（重点）
３．自分のまわりに目を向けて，はっとして何かを
見つめ直したことをもとに詩を書く。

伝え合おう
４．書いた詩について交流する。

○題材の選び方や心の動きの表現の仕方など，今回
の学習で学んだことを記録する。

12 4
（書く1）

ことわざ・慣用句 1 １．教材文を読んで，知っていることわざや慣用句
について話し合う。

2 ２．ことわざや慣用句の意味を，辞典を使って調べ
る。

３．調べた意味をカードに書き，互いに交流する。

3 ４．ことわざや慣用句を集めて，カードにまとめ
る。

4 ５．作った文を発表し，交流する。

△ことわざや慣用句の意味を知り，ふだんの生活
の中で使うことができるように，カードを作る。

△長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成
語などの意味を知り，使うこと。　⇒◎知技(3)
イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
◎思判表Ｂ(1)ウ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそ
れを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ
(2)ア

☆総合的な学習の時間・道徳：ことわざの成り立
ちや意味について興味をもって調べたり，我が国
の伝統や文化に目を向けたりする。

◎【知技】長い間使われてきた
ことわざや慣用句，故事成語な
どの意味を知り，使っている。
（〔知識及び技能〕(3)イ）

【思判表】「書くこと」におい
て，自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にし
て，書き表し方を工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂウ）

【態度】積極的に，長い間使わ
れてきたことわざや慣用句の意
味を知り，学習の見通しをもっ
てカードにまとめようとしてい
る。

■身近なこと，想像したことをもとに，表現を工
夫して詩を書く。

△言葉には，考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア
△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増
し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質
や役割による語句のまとまりがあることを理解
し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
◎思判表Ｂ(1)ウ
■文章の間違いを正したり，相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりして，文や文
章を整えること。　⇒思判表Ｂ(1)エ
■書こうとしたことが明確になっているかなど，
文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章
のよいところを見付けること。　⇒思判表Ｂ(1)
オ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像した
ことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

◎【知技】言葉には，考えたこ
とや思ったことを表す働きがあ
ることに気付いている。（〔知
識及び技能〕(1)ア）

◎【知技】様子や行動，気持ち
や性格を表す語句の量を増し，
文章の中で使っているととも
に，言葉には性質や役割による
語句のまとまりがあることを理
解し，語彙を豊かにしている。
（〔知識及び技能〕(1)オ）

◎【思判表】「書くこと」にお
いて，自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確に
して，書き表し方を工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂウ）

【態度】積極的に書き表し方を
工夫し，学習の見通しをもって
詩を書こうとしている。

5



月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

1 2 詩を楽しもう

夕日がせなかをおしてくる

1 １．『夕日がせなかをおしてくる』
(1) 様子がよく伝わるように，工夫して音読し合

う。

いちばんぼし 2 ２．『いちばんぼし』
(1) 『いちばんぼし』を読んで，想像したことを発

表し合う。

□音読したり，イメージを広げたりして，詩の世
界を楽しむ。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話す
こと。　⇒知技(1)イ
△文章全体の内容や構成の大体を意識しながら音
読すること。　⇒◎知技(1)ク
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知
技(3)オ
□登場人物の気持ちの変化や性格，情景につい
て，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像
すること。　⇒◎思判表Ｃ(1)エ
□文章を読んで理解したことに基づいて，感想や
考えをもつこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ

□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考え
たことなどを伝え合っ たりする活動。　⇒思判
表Ｃ(2)イ

◎【知技】文章全体の構成や内
容の大体を意識しながら音読し
ている。（〔知識及び技能〕
(1)ク）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，登場人物の気持ちの変化
や性格，情景について，場面の
移り変わりと結び付けて具体的
に想像している。（〔思考力，
判断力，表現力等〕Ｃエ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこ
とに基づいて，感想や考えを
もっている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｃオ）

【態度】進んで，情景について
具体的に想像し，学習の見通し
をもって音読したりイメージを
広げたりしようとしている。

6



月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

1 7
（話す聞く

7）

三　調べて発表しよう ◇町の行事について調べ，図や写真，表など，資
料を選んで発表する。

町の行事について発表しよう 1 ○教科書の文章を読み，町の行事について調べた
り，資料を整理して発表したりする学習活動のあら
ましを知る。
・「学習の進め方」と本文とを照応させながら活動
の流れを確かめ，学習計画を立てる。

2 決めよう・集めよう
１．調べたいことを決めて，詳しく調べる。
(1) 自分たちの町の行事を思い出したり，調べたり

して，教科書の文章やグループの話し合い例をもと
に，詳しく調べる内容を話し合って決める。
(2) 教科書の資料例や「インタビューをするとき」

を参考に，調べて資料を集めたり，インタビューし
てきたりする準備をし，調査する。

3・4 組み立てよう
２．発表計画表を作り，発表の組み立てを考える。
(1) 教科書の話し合いの活動にならって，自分たち

の集めた資料を比べ合い，どの資料をどのように
使って報告するかを話し合い，選んだり加工したり
する。
(2) p.76の例などをもとに，役割や資料提示の仕方

を考えて発表台本を作る。

話そう・聞こう（重点）
３．資料を使って発表する。
(1) クラスで報告会を開き，資料を使ってわかりや

すく話したり，大事なところに気をつけて聞き合っ
たりする。

5～7 伝え合おう
４．発表を聞いて，感想を伝え合う。
(1) 各班のよいところやもっと工夫できるところに

ついて，感想を伝え合う。

○学習を振り返る。

1 2 文の組み立て 1 ○冒頭の会話文を通して，主語と述語だけでは文意
が不明確な場合があることに気づく。

１．教科書を読み，主語と述語による四つの文型を
確認する。

２．修飾語のはたらきと形を理解する。

2 ３．文の言葉を主語・述語・修飾語に分類し，図で
表す。

○学習を振り返る。

1 2 漢字の広場　⑤
漢字の組み立て

1 ○学習内容を理解し，学習の見通しをもつ。

１．カードに示されている漢字を組み合わせてでき
る漢字を考える。

２．p.81を概観し，「へん」と「つくり」のほか
に，位置によって「かんむり」「あし」「たれ」
「にょう」「かまえ」などと呼ぶものがあることを
知る。

３．「くさかんむり」の漢字は，何に関係のある意
味をもっているかを話し合う。

４．「笛」を例に，「通・宮・原・図・雪・間」の
組み立てを考え，話し合う。

５．これまでに学んだ漢字から，二つの部分に分け
られるものを選び出し，それがどのような組み立て
となっているかを話し合う。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話す
こと。⇒◎知技(1)イ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違
いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め
方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使
い方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝
え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒思判表
Ａ(1)ア
◇相手に伝わるように，理由や事例などを挙げな
がら，話の中心が明確になるよう話の構成を考え
ること。　⇒思判表Ａ(1)イ
◇話の中心や話す場面を意識して，言葉の抑揚や
強弱，間の取り方などを工夫すること。　⇒◎思
判表Ａ(1)ウ
◇必要なことを記録したり質問したりしながら聞
き，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいこと
の中心を捉え，自分の考えを持つこと。　⇒思判
表Ａ(1)エ

◇質問するなどして情報を集めたり，それらを発
表したりする活動。　⇒思判表Ａ(2)イ

◎【知技】相手を見て話したり
聞いたりしているとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方な
どに注意して話している。
（〔知識及び技能〕(1)イ）

◎【知技】比較や分類の仕方，
必要な語句などの書き留め方，
引用の仕方や出典の示し方，辞
書や事典の使い方を理解し使っ
ている。（〔知識及び技能〕
(2)イ）

◎【思判表】「話すこと・聞く
こと」において，話の中心や話
す場面を意識して，言葉の抑揚
や強弱，間の取り方などを工夫
している。　（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ａウ）

【態度】進んで話の中心や話す
場面を意識して，言葉の抑揚や
強弱，間の取り方などを工夫
し，学習の見通しをもって，資
料を使って発表しようとしてい
る。

△主語と述語や修飾語との関係を理解して，文の
組み立てを捉える。

△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増
し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質
や役割による語句のまとまりがあることを理解
し，語彙を豊かにすること。　⇒知技(1)オ
△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，
指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割
について理解すること。　⇒◎知技(1)カ

◎【知技】主語と述語との関
係，修飾と被修飾との関係，指
示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解し
ている。（〔知識及び技能〕
(1)カ）

【態度】進んで主語と述語との
関係，修飾と被修飾との関係に
ついて理解し，学習の見通しを
もって，文の組み立てを捉えよ
うとしている。

△かんむり・あしなどの漢字の構成についての知
識を得，漢字を正しく読んだり書いたりする。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き，文や文章の中で使
うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸
次書き，文や文章の中で使うこと。 ⇒知技(1)
エ
△漢字が，へんやつくりなどから構成されている
ことについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

◎【知技】漢字が，へんやつく
りなどから構成されていること
について理解している。（〔知
識及び技能〕(3)ウ）

【態度】進んで，漢字がへんや
つくりなどから構成されている
ことについて理解し，学習の見
通しをもって，漢字を正しく読
んだり書いたりしようとしてい
る。

2
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月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

2
（書く2）

漢字の広場　⑤
二年生で学んだ漢字　⑤

６．教科書の絵を見て，描かれている様子について
説明する。

７．「まどの外は雪がふっています。母はあみもの
をしています。」を参考にして，絵の中の言葉を
使って，絵に描かれている部屋の様子を説明する二
文以上が続く文を書く。

８．絵の中の言葉を三つ以上使って，二文以上が続
く文章を書く。

９．書いた文を見直し，適切な表現に替えたり，ま
ちがいを正したりして，発表し合う。

○学習を振り返る。

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き，文や文章の中で使
うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸
次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技
(1)エ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違
いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
■相手や目的を意識して，経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び，集めた材料を比
較したり分類したりして，伝えたいことを明確に
すること。　⇒◎思判表Ｂ(1)ア

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像した
ことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

3・4 ◎【知技】前学年や当該学年で
配当されている漢字を文や文章
の中で使っている。（〔知識及
び技能〕(1)エ）

【思判表】「書くこと」におい
て，相手や目的を意識して，経
験したことや想像したことなど
から書くことを選び，集めた材
料を比較したり分類したりし
て，伝えたいことを明確にして
いる。（〔思考力，判断力，表
現力等〕Ｂア）

【態度】積極的に前学年や当該
学年で配当されている漢字を使
い，学習課題に沿って，教科書
の絵の中の言葉を使って文を書
こうとしている。
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月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

1～
2

7
（書く2）

四　図や写真と文章を，むす
びつけて読もう

□段落のつながりに気をつけながら写真と文章を
結びつけて読み，考えたことをまとめる。

1 ○単元名とリード文を読み，学習の見通しをもつ。

2 確かめよう
１．書かれていることの大体を確かめる。
 (1) 見沼通船堀が必要になった理由を話し合う。
(2) 芝川と見沼代用水の間を行き来するとき，どん

な危険があったのかを確かめる。

3・4 考えよう
２．芝川と見沼代用水の間を行き来するための工夫
について，6つの段階に分けた図を用いる等して，整
理する。
 (1) 段階ごとに行うことにサイドラインを引く。
(2) サイドラインを引いた部分を短くまとめて，図

に書く。
 (3) 図にまとめたことを友達に説明する。

5 深めよう
３．見沼通船堀を考えた人たちの知恵について考え
たことを話し合う。
 (1) 考えたことをノートに書き出す。
 (2) 友達どうしで，書いたことを交流する。

6・7 広げよう
４．「３」で話し合ったことをもとに，考えたこと
をノートにまとめ，友達と読み合って，感想を交流
する。
(1) 考えたことを詳しくノートに書き，友達と読み

合う。
 (2) 友達や自分の考えのよいところを見つける。

○学習を振り返る。

2 1 十二支と月のよび名 △暮らしの中に今なお使われている昔からの言い
方について知り，さまざまな言葉を探して感じた
ことを書く。

△長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成
語などの意味を知り，使うこと。 ⇒◎知技(3)
イ

1 １．昔から使われている言い方について，自分たち
が知っているものをあげる。

２．教科書を読み，月や干支の昔の言い方やその由
来について知る。

３．月の言い方や，知っている昔の言葉の意味につ
いて辞典や本を使って調べ，新たに知ったことを共
有したり比べたりする。

◎【知技】長い間使われてきた
ことわざや慣用句，故事成語な
どの意味を知り，使っている。
（〔知識及び技能〕(3)イ）

【態度】積極的に，長い間使わ
れてきた十二支や月の呼び名を
知り，学習の見通しをもって，
今の暮らしの中に残る昔からの
言い方を見つけようとしてい
る。

川をさかのぼる知恵 △主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，
指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割
について理解すること。　⇒◎知技(1)カ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心な
ど情報と情報との関係について理解すること。
⇒◎知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知
技(3)オ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
思判表Ｂ(1)ウ
□段落相互の関係に着目しながら，考えと理由，
事例の関係などを叙述を基に捉えること。　⇒思
判表Ｃ(1)ア
□目的を意識して，中心となる語や文を見つけて
内容を要約すること。　⇒思判表Ｃ(1)ウ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感
想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共
有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに
気付くこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■収集した資料を効果的に使い，説明する文章な
どを書くこと。　⇒思判表Ｂ(2)ア
□記録や報告などの文章を読み，文章の一部を引
用して，分かったことや考えたことを説明した
り，意見を述べたりする活動。　⇒思判表Ｃ(2)
ア

◎【知技】主語と述語との関
係，修飾と被修飾との関係，指
示する語句と接続する語句の役
割，段落の役割について理解し
ている。（〔知識及び技能〕
(1)カ）

◎【知技】考えとそれを支える
理由や事例，全体と中心など情
報と情報との関係について理解
している。（〔知識及び技能〕
(2)ア）

【思判表】「書くこと」におい
て，自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にし
て，書き表し方を工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂウ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこ
とに基づいて，感想や考えを
もっている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｃオ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し，一人一
人の感じ方などに違いがあるこ
とに気付いている。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

【態度】進んで，文章を読んで
理解したことに基づいて感想や
考えをもち，学習の見通しを
もって友達と感想を交流しよう
としている。
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月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

2 8
（書く8）

五　つたえたいことの中心を
明らかにして書こう

■身近な生活の中から自分に合った題材を見つ
け，段落相互の関係を考えながら，中心になる場
面をはっきりさせて文章を書く。

強く心にのこっていることを 1・2 ○単元の扉や本文を読んで，一年間の生活の中で
「強く心に残っていることを文章にする」という課
題をもつ。そのうえで，「学習の進め方」を読んで
学習のめあてをつかみ，見通しをもつ。

決めよう・集めよう
１．できごとを一つ選び，詳しく思い出す。

3 ○イメージマップを作って，いちばん伝えたい場面
について考える。

4 組み立てよう
２．中心場面を考えながら，組み立て表を作る。

5・6 書こう・読み返そう（重点）
３．組み立て表を生かして，読み返しながら書く。

7 ○推敲の観点をはっきりと認識して自分の文章を読
み返し，書き直したり，書き加えたりする。

8 伝え合おう（重点）
４．友達と読み合って，感想を伝え合う。

○伝えたいことの中心を決めて，様子や気持ちを詳
しく書くための方法を理解したかを振り返る。ま
た，ふだん日記などの生活作文を書くときにその方
法を生かすようにする。

2 2 漢字の広場　⑥
二つの漢字の組み合わせ

1 ○学習内容を理解し，学習の見通しをもつ。

１．「坂になっている→道」を例に，上と下の言葉
のつながりをもとに，「漢字二字の言葉」を考え
る。

２．「深海」を例に「漢字二字の言葉」の読み方と
意味を考え，それぞれのつながり方について話し合
う。

2 ３．「田畑」を例に，関係のある漢字を組み合わせ
てできた言葉を考え，国語辞典で意味を確かめる。

４．「軽重」を例に，反対の意味になる漢字を組み
合わせてできた言葉を作る。

５．「川岸」「白酒」のように連濁する言葉を集め
てノートに書き，発表する。

△様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増
し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質
や役割による語句のまとまりがあることを理解
し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心な
ど情報と情報との関係について理解すること。
⇒◎知技(2)ア
■相手や目的を意識して，経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び，集めた材料を比
較したり分類したりして，伝えたいことを明確に
すること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のま
とまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注
意したりして，文章の構成を考えること。　⇒思
判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
◎思判表Ｂ(1)ウ
■文章の間違いを正したり，相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめたりして，文や文
章を整えること。　⇒◎思判表Ｂ(1)エ
■感想や意見を伝え合い，書こうとしたことが明
確になっているかなどについて，文章の内容や表
現のよいところを見付けること。　⇒◎思判表Ｂ
(1)オ

■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそ
れを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ
(2)ア

◎【知技】様子や行動，気持ち
や性格を表す語句の量を増し，
文章の中で使っているととも
に，言葉には性質や役割による
語句のまとまりがあることを理
解し，語彙を豊かにしている。
（〔知識及び技能〕(1)オ）

◎【知技】考えとそれを支える
理由や事例，全体と中心など情
報と情報との関係について理解
している。（〔知識及び技能〕
(2)ア）

◎【思判表】「書くこと」にお
いて，自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確に
して，書き表し方を工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂウ）

◎【思判表】「書くこと」にお
いて，間違いを正したり，相手
や目的を意識した表現になって
いるかを確かめたりして，文や
文章を整えている。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ｂエ）

◎【思判表】「書くこと」にお
いて，書こうとしたことが明確
になっているかなど，文章に対
する感想や意見を伝え合い，自
分の文章のよいところを見付け
ている。（〔思考力，判断力，
表現力等〕Ｂオ）

【態度】粘り強く間違いを正し
たり，相手や目的を意識した表
現になっているかを確かめたり
して文や文章を整え，学習の見
通しをもって，思い出に残って
いるできごとについて文章を書
く。

△漢字二字の言葉の構成について，問題を解きな
がら確認し，二つの漢字のつながり方を考える。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き，文や文章の中で使
うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸
次書き，文や文章の中で使うこと。 ⇒◎知技
(1)エ
△比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め
方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や事典の使
い方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

◎【知技】前学年や当該学年で
配当されている漢字を文や文章
の中で使っている。（〔知識及
び技能〕(1)エ）

【態度】積極的に前学年や当該
学年で配当されている漢字を使
い，学習課題に沿って，漢字二
字の言葉の構成について考えよ
うとしている。
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月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

2
（書く2）

漢字の広場　⑥
二年生で学んだ漢字　⑥

６．教科書の絵を見て，描かれている様子について
説明する。

７．「赤い屋根の家の前を通って，学校へ歩いて行
きます。」を参考にして絵の中の言葉を使って，絵
に描かれている町の様子を文に書く。

８．絵の中の言葉や傍線の漢字を使い，「くわしく
する言葉」（修飾語）を加えて町の様子を文に書
く。

９．書いた文を見直し，適切な表現に替えたり，ま
ちがいを正したりして，発表し合う。

○学習を振り返る。

△絵を見て想像したことをもとに，２年生で学ん
だ漢字などを使って文を書く。

△第３学年及び第４学年の各学年においては，学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き，文や文章の中で使
うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸
次書き，文や文章の中で使うこと。　⇒◎知技
(1)エ
△主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係，
指示する語句と接続する語句の役割，段落の役割
について理解すること。　⇒知技(1)カ
△丁寧な言葉を使うとともに，敬体と常体との違
いに注意しながら書くこと。　⇒知技(1)キ
■間違いを正したり，相手や目的を意識した表現
になっているかを確かめたりして，文や文章を整
えること。　⇒◎思判表Ｂ(1)エ

■詩や物語をつくるなど，感じたことや想像した
ことを書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)ウ

3・4 ◎【知技】前学年や当該学年で
配当されている漢字を文や文章
の中で使っている。（〔知識及
び技能〕(1)エ）

【思判表】「書くこと」におい
て，間違いを正したり，相手や
目的を意識した表現になってい
るかを確かめたりして，文や文
章を整えている。（〔思考力，
判断力，表現力等〕Ｂエ）

【態度】積極的に前学年や当該
学年で配当されている漢字を使
い，学習課題に沿って，教科書
の絵の中の言葉を使って文を書
こうとしている。
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月 時数 単元名・教材名
単元／教材の目標

学習指導要領との対応
〈学習事項（1）・言語活動例（2）〉

時 学習活動 評価規準

3 10
（書く2）

六　登場人物の気持ちのうつ
りかわりを読もう

□登場人物の心の動きを想像しながら，消えて
いったおにたに手紙を書く。

1 ○単元とびらを読んで，学習の見通しをもつ。

確かめよう
１．中心人物のおにたについて，感想をもつ。
 (1) 主な登場人物を確かめる。
(2 )中心人物であるおにたについて，最後の場面を

読み，感想を書いて紹介し合う。

2 考えよう
２．物語を読んで，おにたの気持ちの移り変わりを
想像する。
(1) 物語の初めの部分（まこと君の家）から想像で

きるおにたの性格について話し合う。
(2) まこと君の家にいるときのおにたと，女の子の

家を見てからのおにたの様子を比べて考えをノート
に書き，紹介し合う。
(3) まこと君の家を出て行くときのおにたと，女の

子の前からいなくなるときのおにたの違いについて
考え，話し合う。

3～8 深めよう
３.おにたは，なぜ「角かくしのぼうし」を残して女
の子の前からいなくなってしまったのか，考えを
ノートに書いて話し合う。

9・10 広げよう
４．おにたの性格や気持ちの移り変わりをもとに，
消えていったおにたについて考え，おにたへの手紙
を書く。
(1)おにたが消えてしまったことについて，思った

ことをノートにメモし，発表する。
(2)読んで思ったことを手紙にしておにたに書き，

お互いに読み合う。

○学習を振り返る。

3 2
（話す聞く
1,書く1）

国語の学習　これまで　これ
から

1 １．１年間の国語の学習を振り返り，自分が学んで
きたことを書き出したり話し合ったりする。

2 ２．四年生になったら，１で出し合ったことがどの
ように広がっていくのか想像したり希望を出し合っ
たりする。

◇一年間の国語学習を振り返ったり，これからの
学習について考えたりして，すすんで学習できる
ようにする。

△相手を見て話したり聞いたりするとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意して話す
こと。　⇒◎知技(1)イ
◇目的を意識して，日常生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較したり分類したりして，伝
え合うために必要な事柄を選ぶこと。　⇒◎思判
表Ａ(1)ア
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
◎思判表Ｂ(1)ウ

◇質問するなどして情報を集めたり，それらを発
表したりする活動。　⇒思判表Ａ(2)イ
■調べたことをまとめて報告するなど，事実やそ
れを基に考えたことを書く活動。　⇒思判表Ｂ
(2)ア

◎【知技】相手を見て話したり
聞いたりしているとともに，言
葉の抑揚や強弱，間の取り方な
どに注意して話している。
（〔知識及び技能〕(1)イ）

◎【思判表】「話すこと・聞く
こと」において，目的を意識し
て，日常生活の中から話題を決
め，集めた材料を比較したり分
類したりして，伝え合うために
必要な事柄を選んでいる。
（〔思考力，判断力，表現力
等〕Ａア）

◎【思判表】「書くこと」にお
いて，自分の考えとそれを支え
る理由や事例との関係を明確に
して，書き表し方を工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂウ）

【態度】積極的に伝え合うため
に必要な事柄を選び，今までの
学習を生かして，１年間の国語
の学習を振り返ったり次年への
希望を話し合ったりしようとし
ている。

おにたのぼうし △様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増
し，話や文章の中で使うとともに，言葉には性質
や役割による語句のまとまりがあることを理解
し，語彙を豊かにすること。　⇒◎知技(1)オ
△文章全体の内容や構成の大体を意識しながら音
読すること。　⇒知技(1)ク
△考えとそれを支える理由や事例，全体と中心な
ど情報と情報との関係について理解すること。
⇒知技(2)ア
△幅広く読書に親しみ，読書が，必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気付くこと。　⇒知
技(3)オ
■書こうとすることの中心を明確にし，内容のま
とまりで段落をつくったり，段落相互の関係に注
意したりして，文章の構成を考えること。　⇒思
判表Ｂ(1)イ
■自分の考えとそれを支える理由や事例との関係
を明確にして，書き表し方を工夫すること。　⇒
思判表Ｂ(1)ウ
□場面の移り変わりや登場人物の行動，気持ちの
変化などについて，叙述を基に捉えること。　⇒
思判表Ｃ(1)イ
□場面の移り変わりと結びつけて，登場人物の性
格や気持ちの変化，情景について具体的に思い描
くこと。　⇒思判表Ｃ(1)エ
□文章などを読んで理解したことに基づいて，感
想や考えを持つこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)オ
□文章などを読んで感じたことや考えたことを共
有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに
気付くこと。　⇒◎思判表Ｃ(1)カ

■案内状や礼状を書くなど，伝えたいことを手紙
に書く活動。　⇒思判表Ｂ(2)イ
□詩や物語などを読み，内容を説明したり，考え
たことなどを伝え合っ たりする活動。　⇒思判
表Ｃ(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，友達と互いに理
解し，信頼し，助け合うことについての考え方を
深める。

◎【知技】様子や行動，気持ち
や性格を表す語句の量を増し，
言葉には性質や役割による語句
のまとまりがあることを理解
し，語彙を豊かにしている。
（〔知識及び技能〕(1)オ）

【思判表】「書くこと」におい
て，自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にし
て，書き表し方を工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ｂウ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこ
とに基づいて，感想や考えを
もっている。（〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｃオ）

◎【思判表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで感じたこと
や考えたことを共有し，一人一
人の感じ方などに違いがあるこ
とに気付いている。（〔思考
力，判断力，表現力等〕Ｃカ）

【態度】進んで文章を読んで理
解したことに基づいて感想や考
えをもち，学習の見通しをもっ
て，登場人物に宛てて手紙を書
こうとしている。
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